
問物価高騰が今後も継続した場合、これまでの市民生活
への支援では根本的な解決とはならず、賃金が毎年伸び
る構造作りを推進すべきだと考えますが、物価高騰を打
破するための先を見据えた対応をどのように考えますか。
答 将来を見据えて市民の不安を取り除くためには、市民
所得の増加による生活基盤の強化が必要であり、事業者
が賃上げに取り組めるよう、令和５年度当初予算案では
市内中小企業の経営基盤の強化に向けた支援策を計上し
ています。今後も市民生活を支援
しつつ、事業者が成長を続けられ
る環境を整えるため、引き続き市
として行うべき施策にしっかり取
り組めるよう、国への財政措置の
要望も行っていきます。
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問多様化する市民ニーズを捉えてまちづくりを行うには
市職員の育成が重要であり、組織体制の強化なども必要
と考えますが、今後の人材育成をどのように進めますか。
また、社会情勢の変化などを踏まえ、人材育成基本方針
を早急に改定すべきだと考えますが、いかがですか。

答 市職員は社会の変化に柔軟かつ積極的に対応するこ
とが求められるため、令和５年度から人材育成の専門部
署を設置し、人事評価や研修を一体的に行うことなどに
より、高い意欲で諸課題に取り組
む職員を育成します。また、人材
育成基本方針は、人材確保の課題
などを踏まえた内容に改める必要
があり、新設の部署で速やかに見
直しに着手します。
  

問共生社会の実現に向けて、市が目指すべきバリアフ
リーが進んだまちの姿を市民に示し、ハード・ソフトの
両面から、市民が肌で感じることができる取り組みを組
織横断的に進めるべきだと考えますが、いかがですか。
答 現在検討中の第２次まちづくり戦略ビジョンの戦略編
では、横断的に取り組む施策としてユニバーサル（共生）
プロジェクトを位置付け、共生社会の実現に向けた道筋
や目指すべきまちの姿を示していきます。また、ユニバー
サル関連施策を総合的に調整する
組織を令和５年度に新設し、利用
頻度の高い市有施設のさらなるバ
リアフリー化など、実感できる取
り組みを組織横断的に推進してい
きます。

問 大会招致の是非は市長の総合的な判断ではなく、市民
の意思を確認し、その結果を尊重すべきだと考えますが、
いかがですか。また、対象は地元の札幌市民とすべきで
あり、住民投票が最適と考えますが、いかがですか。
答 大会招致には住民の理解や支持が重要であり、今後し
かるべき時期に改めて民意を確認し、その結果を尊重し
ていく考えです。また、地元市民の意向はもちろん、招
致実現には国の支援が不可欠であ
り、国民の意向の把握も必要と考
えています。住民投票もそのため
の手法の一つだと考えますが、議
会とも十分協議しながら判断して
いきます。
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2月13日に招集された第1回定例会の中から、2月20
日、21日、22日の代表質問の主な内容や、可決した
議案などについてお知らせします。
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問市政の重要事項について住民投票を
行うには、その都度、条例の制定が必
要です。いつでも市民の意思を確認で
きるよう、常設の住民投票条例を制定
すべきだと考えますが、いかがですか。
答 市民自治推進会議では、住民からの
発意による実施という観点から住民投
票の調査・研究を始めるべきだが、そ
の際には間接民主制を採用する議会制
度との関係を踏まえ、慎重な対応が必
要、との提言がありました。この提言
の視点などを踏まえながら、引き続き
市民の意思を的確に確認できる手法や
具体的な仕組み
づくりについて
検討し、議会と
も議論していき
たいと考えてい
ます。

問 近年の夏の猛暑を踏まえ、より良い
教育環境を整えるために学校施設のエ
アコン整備に踏み出すことが必要だと
考えますが、既存の学校より費用を抑
えられる新改築校での整備など、学校
施設の暑さ対策をどう進めますか。
答 設計段階から効率的な設備選定が可
能な新改築校ではエアコン整備を進め
ていきますが、既存の学校は大規模な
設備の改修を伴い、費用面や学校運営
面などさまざまな課題があるため、現
在は移動式エアコンなどで対応してい
ます。今後の暑さ対策は、令和５年度
に策定予定の次
期中期実施計画
や学校施設維持
更新基本計画を
見直す中で示し
ていきます。

問 ひとり親家庭の親が適切に医療を受
けられるよう、医療費助成制度を拡充
し親の通院医療費も助成対象とすべき
だと考えますが、どのような課題があ
ると認識し、今後どう取り組みますか。 
答 本市では北海道の基準にのっとり、
親は入院医療費を助成対象としていま
す。現状、市町村によって助成内容に
差があるため、国による制度創設を要
望しています。本市で制度を拡充する
には将来にわたり多額の財源が必要と
なるため、事業の持続可能性を考える
必要があり、今
後の財源見通し
や他の助成制度
とのバランスな
ども勘案の上、
検討しています。
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総務委員会
ヒグマ基本計画2023（案）につ
いて環境局から説明を受け、質疑
を行いました。（2/13）

財政市民委員会
「アイヌの長老エカシ・フチへの
特別支援制度の確立を国・道に求
める意見書の提出を求める請願」
の初審査を行い、継続審査としま
した。（2/13）
「建物清掃業務総合評価一般競争
入札に関する陳情」の初審査を行
い、継続審査としました。（2/27）

文教委員会
「白石区西白石小学校と白石小学
校の統廃合計画に関する陳情」の
初審査を行い、継続審査としまし
た。また、伏見小学校用地の取得
および市立高校教育改革方針（改
定版）策定に関するパブリックコ
メント実施について教育委員会か
ら説明を受け、質疑を行いました。
（2/13）
「子どもたちの生活がより文化的
なものとなるよう感染症対策の緩
和について札幌市としてのメッ
セージ発出を求める陳情」の初審
査および「幼稚園・保育園等及び
教育施設における子どもの新型コ
ロナウイルス感染症対策緩和を求
める陳情」の審査を行い、継続審
査としました。（2/27）

第一部・第二部予算特別委員会
副委員長の互選、理事制の設置、 
審査日程などを決定しました。　
（2/22）
令和5年度の予算を審査しました。
（3/1～3/9）

冬季オリンピック・パラリンピッ
ク招致調査特別委員会
「2030年札幌冬季五輪招致に関す
る賛否を確認するため、10歳以上
を投票資格者とした住民投票の実
施を求める陳情」の初審査を行い、
継続審査としました。（3/9）

〔2/11～3/10〕
委員会の主な活動状況

お知らせ
会議の日程を調べるには？
本会議や委員会の開催日程は、市
議会ホームページに掲載していま
す。随時、最新の情報に更新して
いますので、ぜひご覧ください。

○令和5年度予算
　本誌8～10ページで紹介しています。
○令和4年度一般会計補正予算
　主に、次の内容で総額277億1,750万
　円を補正するものです。
　・札幌プレミアム商品券事業費
　・学校感染症対策費
　・指定管理費の見直し（光熱費高騰分
　　など）
　・子どもの安心安全対策費
○森林・林業・木材産業によるグリーン
　成長に向けた施策の充実・強化を求め
　る意見書
など、合計55件の議案などを可決しま
した。

〔可決した議案など〕
第1回定例会
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